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 5 月 

 約 1.5cmの花をうつむ

き加減に一斉に咲かせ

ます。林の中の地面に

群生しています。 

 10 月～11 月 

 花は約 3.5cmで釣鐘形
つりがねがた

をしています。林の中

で、つるが他の植物に

絡みついているのが見

られます。 

 4 月～6 月 

 別名ユウレイタケとも

呼ばれます。ジメジメ

した薄暗い林の中でよ

く見かけられます。 

 10 月～11 月 

 傘は約 6cm で鮮やか

な紫色をしています。

落葉樹の林の地面より

生えます。 

 2 月 

 大川山山頂の風景で

す。11 月末頃から雪が

降り、山影の積雪は春

まで解けることはあり

ません。 

 9 月～10 月 

 花は約 3cm です。ホト

トギスの胸の模様に似

た紫色の斑点があるこ

とからこの名がつきま

した。 

自然 

アクセス 

大川山には県内では珍しい原生林が広がり、貴重な動物や植物が数多く生息しています。 

 中寺廃寺跡は、平安時代に栄えた山寺
やまでら

跡
あと

です。その存

在は地元の人々には伝承されていましたが、記された書

物はなく、永らく幻の山寺となっていました。 

 そこで近年、調査したところ、大川山(1042.9m)の西

尾根、讃岐国と阿波国の国境近くで仏堂
ぶつどう

跡
あと

や塔
とう

跡
あと

などが

見つかり、たくさんの珍しい遺物が出土しました。この

ことから、大きな権力を持つ山寺であったことがわか

り、平成 20年 3月 28日、国の史跡に指定されました。 

里から遠く離れた中寺廃寺跡は、人に荒らされること

なく古代からの神秘的な雰囲気を今に伝えています。 



 

願ゾーンは東西 40m、南北 35mの範囲に、石組遺構 16基が分

布しています。石組遺構は一辺が約 1.2～1.5ｍの四角い平面

形で、外側に約 40～50 ㎝の角張った山石を１～４段に積み

上げ、中央に５～15㎝の礫
れき

を充填して造られています。石組

遺構の付近からは平安時代の遺物が出土しています。 

中寺廃寺跡と同様の古代山林寺院「池辺寺跡
ち へ ん じ あ と

」(熊本市）で

も石組遺構が確認され、石組の塔であることがわかっていま

す。池辺寺に限らず古代山林寺院においては、寺域内に建物

以外の祭祀的
さ い し て き

な空間が存在します。中寺廃寺跡の石組遺構は

谷を隔てて寺院の各建物を見渡せる位置に造られており、池

辺寺と同様に、中寺廃寺の一部を成す石塔であったと考えら

れます。また、平安時代に記された仏教行事に関する史料

『三宝絵詞
さんぽうえことば

』によると平安時代中頃には石を積んで石塔とす

る行為が一般の民衆に広がっていたことが記されています。 

願ゾーンは仏教を信仰する一般の人々が年中行事として石組

を造った地域です。この辺りは、古来より人の立ち入りが少なか

ったことから、平安時代に近い姿で現在まで保たれました。 

祈ゾーンは東に大川山を一望できます。中寺廃寺跡の中で最も早い

時期から大川山信仰に根ざす活動が行われていたと考えられます。

時代を経るにつれ、割
わ り

拝殿
はいでん

、僧房
そ う ぼ う

が建立されるなど、修行と生活の

場としての機能が加わっていったと考えられます。大川山との関係も含

め中寺の成立と展開を考える上でとても重要な地区といえます。 

割拝殿跡の南斜面を段状に造

成した中段と下段にある僧房跡

は、3間(約 5.9m)×2間(約 3.5m)

の掘立柱建物で、数回建て替え

が行われています。僧房跡から

は、当時としては大変貴重な

西播磨産
に し は り ま さ ん

の須恵器多口瓶、中

国越
えつ

州
しゅう

窯
よ う

系
けい

青
せい

磁
じ

椀
わん

、佐波
さ は

理
り

加盤
か ば ん

(金属製椀)、軒丸瓦、石帯
せきたい

(ベルトの飾り)などが出土しまし

た。中寺はこれらの品を取り寄せ

ることのできる有力な寺院であっ

たといえます。また、下段から出

土した三鈷
さ ん こ

杵
し ょ

、錫
しゃく

杖
じょう

は、空海ら

が伝えた密教より、古い特徴を

持つ法具であることから、中寺の

始まりを考える上で重要な資料と

いえます。 

上段にある割拝殿跡は、5 間

（10.3m）×3 間（6.0m）の礎石建

物跡で、当時の古代山林寺院と

しては大規模な建物です。建物

跡中央では、通路の基礎となる

礎石を確認しています。割拝殿

の東には広場が造成され、割拝

殿から広場を見通した正面に、

古くから信仰の対象となった霊

峰大川山を望みます。 

仏堂跡・塔跡より下段にある大炊屋
お お い や

跡
あと

は、

3 間（5.6m）×2 間（3.6m）の掘立柱建物跡

です。建物内からは食器や調理道具が出

土しました。建物の床面で、竈
かまど

の痕跡が

確認されたことから、大炊屋跡（供物の調

理施設）と考えています。 

仏ゾーンで確認した塔
と う

跡
あ と

と仏堂
ぶつどう

跡
あ と

は、ともに

南を向き、仏堂の正面をさけて、塔が立地し

ています。仏堂と塔の位置関係は讃岐国分

寺の伽
が

藍
ら ん

配
はい

置
ち

と相似しており、中寺と讃岐

国分寺は僧侶が修行のために行来するとい

った関係にあったものと思われます。 

仏堂・塔は計画的に建物が配置された中
ちゅう

枢
す う

伽
が

藍
ら ん

であったと考えられることから、仏ゾーン

は中寺の中心的な地区であるといえます。 

下段にある塔跡は、 3 間

（5.4m）×3 間（5.4m）の礎石

建物跡で、堅固な盛土上に

礎石を配しています。塔中央

の心礎石
し ん そ せ き

直下からは、中央に

長胴甕
ちょうどうがめ

を置き、その周囲に特

注で赤く焼かれた 10 世紀前

半の壺
つぼ

５個が配置された状態

で出土しました。これらは塔建

立の際に埋納された地鎮
じ ち ん

・

鎮壇具
ち ん だん ぐ

と考えられます。 

上段にある仏堂跡は、3間
けん

（6.7m）×2 間（4.0m）で、同位

置で掘立柱建物
ほったてばしらたてもの

から礎石建物
そせきたてもの

に建て替えられていま

す。建物内からは 10～11 世紀の遺物が多量に出土しま

した。特に建物の奥にあたる位置からは、仏像や須弥壇
し ゅ みだ ん

に使われた鉄釘や、金具が出土し、手前にあたる位置か

らは、仏像を照らしていた灯明皿
とうみょうざら

が出土しました。 


